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主要な採用技術(CASBEE準拠）
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No.19-027-2020作成

静岡県袋井市 Q2. 3.    対応性・更新性（ハイブリッド構造採用による設備レイアウトの自由度向上）

Q3. 2.    まちなみ・景観への配慮（植栽に「茶」などの地域に根差した樹種の選択）

LR1.1.    建物外皮の熱負荷抑制（LOW-Eペアガラス等）

LR1.2.    自然エネルギー利用（太陽光発電、ハイサイドライトからの自然光利用）

LR1.3.    設備システムの高効率化（LED照明、照明制御システム）

LR2.1.    水資源保護（井水利用）

トッパン・フォームズ株式会社　袋井工場

㈱安藤・間名古屋支店

㈱安藤・間一級建築士事務所

トッパン・フォームズ株式会社

工場・物流施設

新築

D.　評価技術／FB

K.　その他J.　生物多様性I.　周辺・地域への配慮

H.　生産・施工との連携G.　建物基本性能確保F.　長寿命化E.　リニューアル

C.　各種制度活用B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン

地上4階

RC+S混構造、一部S造

75,662

47,333

2019

自治体提出

2016年度版

BEE=1.5

Aランク

高い環境負荷低減性能とBCP性能を備えた環境配慮型工場

CASBEE評価

LOW-E複層ガラス 中央監視システムによる電力監視電気自動車の急速充電器設置井戸の設置

省エネ採用技術例
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一般
コンセント

G回路
コンセント

停電リスクを低減する二回線受電

利用者にも解りやすい赤色のG回路コンセント

エントランス

風除室 食堂食堂

厨房厨房トイレトイレ

蓄電気蓄電気

備蓄倉庫備蓄倉庫

非常用発電にて照明が点灯するエリア

非常用発電にて点灯する照明（通路部分）

非常用発電で機能するコンセント

非常用発電停止後、太陽光発電
で機能するコンセント

B変電所A変電所

設計担当者　

統括：河地博之／建築：山口義弘、岩本栄、本間来、佐貫亮平／構造：東浩一、佐々木真

設備／藤木昭弘、鍋田幸佑、磯貝直人

既存工場のデザインを各所に再編集した工場

袋井工場は、静岡にある既存工場（浜松工場・静岡工場・メ

ディア工場）の３工場を１つに統合した工場である。新工場で

は生産性向上に加え、既存の工場の特徴を継承した意匠が求め

られた。ファサードや食堂・エントランスホールなどに既存工

場の特徴であった「列柱」「アーチ」「タイル」の意匠を各所

に継承し新しいながらもどこか懐かしさを感じさせる空間とし

ている。

約100ｍ×100ｍの整形な4層作業室ボリュームにオフィスや自動

ラック倉庫・物流ヤードなどを付加させている。

敷地周囲の植栽帯に対して「茶」などの地域に根差した植栽を

配し、地域特性に配慮した計画としている。その他LED照明の採

用や井戸活用などを実施し、静岡県建築物環境配慮制度

（CASBEE静岡）にてランクAを獲得している。

建物南面ファサードをみる

鳥瞰

防災拠点となる食堂

休憩室

125㎡グリッドフレーム

保育所内観保育所外観

吹抜階段

静岡工場浜松工場

二回線受電方式・太陽光発電・非常用発電を備えた高いBCP性能

袋井工場では、二回線受電の採用による停電リスクの低減に加

え、太陽光発電・非常用発電設備を設け、高いBCP性能を有し

ている。１階に配置された食堂には、停電時供給可能なコンセ

ントや照明・停電時でも水が流せるトイレを設け、災害時は防

災拠点として機能することが可能。地域防災の拠点としての役

割として、袋井市と「災害応急対策に関する支援協定」を締結

し、災害時の地域住民の受け入れにも対応している。

心理的圧迫感を軽減させる開放的な階段・休憩エリア

生産を行う作業室空間は、セキュリティの観点から窓のない

空間となっている。対して各階の作業室へアクセスする動線

の結節点となる階段は、上部のハイサイドライトから自然光

を取り入れた明るい空間としてメリハリをつけている。ま

た、従業員休憩エリアでは畳敷の空間を設けるなど、心理的

な安らぎの空間を提供している。

ハイブリッド構造を採用したフレキシブルな作業室の提供

本計画では柱RC、梁S造のハイブリッド工法を採用することで

125㎡グリッドを採用し、既存工場と比べて柱が占める床面積

を減少させた。広いグリッドの生産空間は設備レイアウトに

おける自由度の向上に寄与している。

本企業内保育所の整備（はまゆうほいくえん）

３事業所の移転統合後も、従業員の継続雇用や新規雇用確保

のために企業内保育所を設け、子育て世代に安心して働いて

もらう環境を食堂から眺められる位置に整備した。職場と同

じ敷地内で子どもを預けられることは、利便性に加えて大き

な安心感を親に与えられる。
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